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高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
課

題
山
積
の
状
態
で
す
。
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。 

医
療
技
術
の
進
歩
は
元
気
な
高

齢
者
の
急
速
な
増
加
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
そ
の
半
面
、
年
代
別
の

認
知
症
有
病
率
も
上
が
っ
て
い
ま

す
。
認
知
症
の
高
齢
者
４
６
２
万

人
超
で

65
歳
以
上
の
『
約
７
人

に
１
人
』
と
言
う
調
査
結
果
が
厚

労
省
研
究
班
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
認
知
症
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
軽
度
認
知
障
害
の
高
齢

者
も
約
４
０
０
万
人
い
る
と
推
計
、

65
歳
以
上
の
『
４
人
に
１
人
』

が
認
知
症
と
そ
の
「
予
備
軍
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（ 注 ） 

核
家
族
世
帯
か
ら
夫
婦
二
人
の

世
帯
へ
移
り
、
老
老
介
護
の
後
は

独
居
老
人
と
呼
ば
れ
淋
し
い
限
り

で
す
。
願
わ
く
ば
「
要
介
護
に
な

ら
ず
コ
ロ
リ
と
旅
立
ち
た
い
」
と

誰
も
が
願
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
実
は
そ
う
甘
く
な
い
よ
う
で
す
。

介
護
の
必
要
性
は
誰
に
で
も
到
来

し
ま
す
。
多
く
の
高
齢
者
は
孤
独

を
感
じ
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
高
齢

者
施
設
に
入
居
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
介
護
や
福
祉
の
関
係
者
は

職
場
で
日
夜
奮
闘
さ
れ
、
強
い
体

力
と
相
当
な
精
神
的
努
力
が
要
求

さ
れ
る
環
境
で
す
。
介
護
職
員
初

任
者
（
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）

は
慢
性
的
不
足
と
聞
い
て
い
ま
す
。

外
国
人
を
対
象
に
介
護
職
員
初
任

者
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

介
護
さ
れ
る
側
の
思
い
と
し
て
貴

重
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
①
宗

教
の
違
い
、
②
年
配
者
に
対
す
る

配
慮
、
③
頭
を
下
げ
る
行
動
な
ど
、

日
常
生
活
で
当
た
り
前
に
行
わ
れ

て
い
る
動
作
や
習
慣
が
異
な
り
ま

す
。
一
方
、
言
語
や
文
化
・
習
慣

の
違
い
が
あ
り
な
が
ら
も
貴
重
な

戦
力
と
し
て
働
い
て
い
る
外
国
籍

の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
点
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く
こ
と
が

今
後
の
課
題
で
し
ょ
う
。 

今
、
佐
倉
市
内
で
多
く
の
介
護

老
人
保
健
施
設
や
介
護
付
有
料
老

人
ホ
ー
ム
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
施
設
入
居
者
の
家
族

の
支
え
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
施
設
側
の
声

と
し
て
「
車
椅
子
を
１
０
０
台
保

有
し
て
い
る
が
清
掃
点
検
ま
で
手

が
回
っ
て
い
な
い
」
「
避
難
通
路

や
建
屋
の
側
溝
に
落
ち
葉
が
堆
積

し
た
ま
ま
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
市
民
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
必
要
な
時
代
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
市
民
カ
レ

ッ
ジ
生
も
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

最
優
先
に
自
分
た
ち
で
出
来
る
こ

と
か
ら
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
佐
倉
市
が
高
齢
者
に

優
し
く
、
住
み
易
い
ま
ち
と
な
る

よ
う
「
理
想
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
心
を
持
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。

（ 注 ）
出
典 
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関
東
三
大
師
と
し
て
有
名
な
西

新
井
大
師
を
訪
ね
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
い
つ
も
の
仲
間
達
と
出
か

け
た
。
今
年
厄
年
に
あ
た
る
方
は

厄
除
け
を
、
他
は
家
内
安
全
、
無

病
息
災
を
願
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ

た
。 

 

ア
ク
セ
ス
は
、
京
成
線
日
暮
里

駅
に
て
日
暮
里
舎
人

と

ね

り

ラ
イ
ナ
ー
に 

 

乗
り
換
え
る
。
初
め
て
の
乗
車
な

の
で
ラ
イ
ナ
ー
は
面
白
い
。
日
暮

里
の
高
層
ビ
ル
ヂ
ン
グ
の
中
を
、

ラ
イ
ナ
ー
は
い
と
も
簡
単
に
ス
イ

ス
イ
と
走
る
。
交
通
渋
滞
は
な
く
、

日
本
の
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
す
る
。
そ
の
う
ち
に
荒
川
の
流

れ
や
堤
防
が
見
え
て
、
西
新
井
大

師
の
駅
だ
。 

 

通
称
と
し
て
西
新
井
大
師
と
呼

ば
れ
て
い
る
が
、
正
式
に
は
真
言

宗
豊
山
派
の
遍
照
院
総
持
寺
と
い

う
。
弘
法
大
師
様
が
関
東

巡

錫

じ
ゅ
ん
し
ゃ
く

の
折
当
所
に
立
ち
寄
り
、
悪
疫
流

行
に
悩
む
村
民
を
助
け
た
と
い
う
。

お
堂
の
西
側
に
あ
っ
た
枯
れ
井
戸

に
大
師
御
自
ら
が
彫
ら
れ
た
十
一

面
観
音
像
を
置
き
祈
願
す
る
と
、

清
ら
か
な
水
が
湧
き
病
は
た
ち
ま

ち
平
癒
し
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と

か
ら
「
西
新
井
」
の
地
名
が
で
き

た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

 

本
堂
は
天
に
上
る
か
と
も
思
え

る
屋
根
の
形
な
ど
雄
大
で
あ
る
。

21
日
は
ご
縁
日
の
日
で
あ
り
、

そ
れ
は
凄
い
人
の
波
で
あ
っ
た
。

山
門
か
ら
露
店
な
ど
並
び
い
か
に

も
楽
し
い
風
景
で
あ
っ
た
。
そ
の

う
ち
に
高
僧
に
よ
る
読
経
が
始
ま

っ
て
、
人
々
は
内
陣
の
中
へ
入
る
。 

き
ら
び
や
か
な
金
の
薬
師
如
来
様

か
と
思
う
菩
薩
像
が
迎
え
る
。
す

っ
か
り
気
分
ス
ッ
キ
リ
し
た
私
達

は
線
香
の
煙
が
も
う
も
う
と
立
っ

て
い
る
本
堂
を
後
に
し
た
。 

 

帰
り
際
に
団
子
屋
さ
ん
の
前
で

希
望
者
が
出
て
、
抹
茶
付
き
団
子

を
食
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
左
に
見
て
帰
途

に
つ
い
た
が
、
気
の
合
う
仲
間
と

は
本
当
に
う
れ
し
い
も
の
だ
。 

 

（
西
志
津 

 

泉
館 

明
子
） 

 

 

  

一
九
六
四
年
に
始
ま
っ
た
岐
阜

県
史
編
纂
の
過
程
で
『
六
角
承
禎

条
書
写
』
と
い
う
古
文
書
が
発
見

さ
れ
、
「
美
濃
の
蝮
」
の
異
名
を

持
つ
斎
藤
道
三
に
関
す
る
新
た
な

記
述
が
見
つ
か
っ
た
。 

㊀
斎
藤
義
龍
の
祖
父
新
左
衛
門
尉

は
、
京
都
妙
覚
寺
の
僧
侶
上
が
り

で
西
村
と
い
っ
た
。
新
左
衛
門
尉

は
美
濃
の
（
名
族
）
長
井
弥
二
郎

に
仕
え
、
次
第
に
頭
角
を
あ
ら
わ

し
て
長
井
の
姓
を
名
乗
っ
た
。 

㊁
ま
た
（
義
龍
の
）
父
道
三
は

代
々
の
惣
領
を
討
ち
殺
し
、
諸
職

を
奪
い
取
っ
て
、
（
守
護
代
）
斎

藤
氏
を
名
乗
る
ま
で
に
成
り
上
が

っ
た
。 

㊂
道
三
は
娘
婿
の
土
岐
頼
満
を
毒

殺
し
、
（
守
護
）
土
岐
家
の
兄
弟

た
ち
を
謀
殺
・
毒
殺
・
暗
殺
に
よ

っ
て
悉
く
殺
し
た
。 

㊃
義
龍
は
父
道
三
と
義
絶
し
、
弟

た
ち
を
自
殺
さ
せ
、
父
と
戦
っ
て 

親
の
首
を
取
っ
た
。 

『
六
角
承
禎
条
書
』
は
、
近
江

の
戦
国
大
名
六
角
承
禎
（
義
賢
）

が
家
臣
の
蒲
生
定
秀
ら
に
宛
て
た

書
状
。
日
付
は
一
五
六
〇
年
（
永

禄
三
年
）
七
月
二
一
日
。
斎
藤
道

三
の
死
か
ら
四
年
後
、
同
年
六
月

の
桶
狭
間
の
戦
い
の
直
後
に
書
か

れ
た
史
料
で
あ
る
。 

 

そ
の
内
容
は
「
斎
藤
三
代
」
の

悪
逆
の
数
々
を
「
其
因
果
歴
然
之

事
」
と
し
て
、
嫡
子
の
義
治
と
斎

藤
義
龍
の
娘
と
の
縁
組
を
阻
止
す

る
よ
う
重
臣
に
命
じ
た
も
の
。
承

禎
の
妻
は
土
岐
頼
芸

よ
り
な
り

の
妹
で
あ
り
、 

道
三
に
追
放
さ
れ
た
頼
芸
は
こ
の

時
期
、
六
角
氏
に
保
護
さ
れ
て
い

た
。
以
上
か
ら
そ
の
信
頼
性
は
極

め
て
高
い
。 

 

司
馬
遼
太
郎
の
『
国
盗
り
物
語
』 

は
、
大
河
ド
ラ
マ
に
も
な
っ
た
名

作
で
あ
る
が
、
父
新
左
衛
門
尉
の

「
下
剋
上
」
が
な
け
れ
ば
、
道
三

の
「
国
盗
り
」
も
な
か
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。 

 

（
ユ
ー
カ
リ
が
丘 

谷
中 

直
樹
） 

親
子
二
代
の
国
盗
り
物
語 

西
新
井
大
師
参
拝 
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高
齢
者
の
生
き
方
の
知
恵 

   
昨
年
、
縁
が
あ
り
歴
史
や
絶
景

を
有
す
る
隠
岐
諸
島
へ
小
旅
行
を

し
た
。 

当
諸
島
は
約
６
０
０
万
年
前
の

火
山
活
動
に
よ
っ
て
日
本
海
の
底

か
ら
誕
生
し
た
島
で
あ
り
、
海
岸

は
絶
景
を
有
し
て
い
た
。 

ま
た
、
都
か
ら
離
れ
て
い
る
こ

と
、
海
に
囲
ま
れ
作
物
豊
か
で
島

の
生
活
に
問
題
が
な
い
こ
と
か
ら

遠
流

お

ん

る

の
地
と
も
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
代
表
が
１
２
２
１
年
承
久
の
乱

で
敗
れ
配
流

は

い

る

さ
れ
た
後
鳥
羽
上
皇

（

19
年
後
島
内
で
崩
御
）
や
１

３
３
２
年
元
弘
の
乱
で
敗
れ
た
後

醍
醐
天
皇
（
１
３
３
３
年
島
か
ら

脱
出
）
で
あ
っ
た
。
現
在
後
鳥
羽

上
皇
に
関
わ
る
史
跡
は
、
行あ

ん

在
所

ざ
い
し
ょ

で
あ
っ
た
源
福
寺
址
、
遺
骨
の
一

部
を
埋
葬
し
て
い
る
御
火
葬
塚
、

祭
神
が
後
鳥
羽
天
皇
で
あ
る
隠
岐

神
社
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
御
前
で

行
っ
て
い
た
「
隠
岐
牛
突
き
」
が

民
俗
文
化
財
と
し
て
現
在
も
継
承

さ
れ
て
い
た
。 

一
方
、
当
諸
島
の
自
然
等
は
２

０
１
３
年
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認

定
さ
れ
、
大
地
の
生
い
立
ち
、
独

自
の
生
態
や
古
代
文
化
な
ど
を
観

光
資
源
と
し
て
い
る
。
特
に
大
地

で
は
日
本
海
の
荒
波
で
削
ら
れ
た

色
鮮
や
か
な
火
山
の
絶
壁
や
奇
岩

な
ど
「
天
然
の
彫
刻
作
品
」
が
多

く
存
在
し
て
い
た
。
昨
年
の
市
民

カ
レ
ッ
ジ
文
化
祭
に
出
展
し
た
写

真
「
ロ
ー
ソ
ク
島
」
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
。
沖
合
に
高
さ
約
20
㍍
の

奇
岩
が
あ
り
、
夕
陽
が
先
端
に
重

な
る
一
瞬
は
ま
る
で
巨
大
な
ロ
ー

ソ
ク
に
火
を
灯
し
た
よ
う
に
見
え

た
。
船
長
の
鮮
や
か
な
操
縦
に
よ

り
ベ
ス
ト
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
撮
影

と
な
り
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

隠
岐
諸
島
の
北
西
約
１
６
０
㌔

に
竹
島
が
存
在
す
る
。
当
諸
島
が

日
本
の
中
で
一
番
近
い
地
で
あ
る
。

島
内
に
は
竹
島
関
連
の
看
板
が
多

く
見
ら
れ
た
。
ま
た
島
陰
の
巡
視

船
停
泊
を
望
み
、
国
際
問
題
を
身

近
に
感
じ
る
旅
で
も
あ
っ
た
。 

 

（
八
幡
台 

平
澤 

英
人
）  

 
  

我
々
は
年
を
重
ね
る
こ
と
で
男

性
ら
し
い
男
性
、
女
性
ら
し
い
女

性
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
全
て
の
人
は
年
を
と
る
と
高
齢

者
に
な
る
。 

少
子
高
齢
化
は
新
し
い
病
症
、

窮
乏
化
を
も
た
ら
し
、
家
族
の
紐

ち
ゅ
う

帯た
い

の
崩
壊
は
、
高
齢
者
の
生
活
を

生
き
づ
ら
く
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

高
齢
者
は
、
「
孤
独
」
に
な
る
。

子
が
独
立
し
、
仲
間
や
友
人
が
減

り
、
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
、

次
第
に
ひ
と
り
に
な
っ
て
い
く
。

そ
れ
は
、
個
人
の
社
会
的
関
係
の

欠
如
に
起
因
し
、
不
快
で
精
神
的

苦
痛
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
。 

「
孤
独
」
に
は
五
つ
の
種
類
が

あ
る
。
遊
離
、
疎
外
、
ひ
と
り
ぼ

っ
ち
、
強
制
孤
立
、
転
移
で
あ
る
。

（ 注 ） 

す
な
わ
ち
遊
離
、
疎
外
は

家
族
の
中
に
あ
っ
て
も
ひ
と
り
だ

け
浮
い
て
い
て
、
誰
に
も
か
ま
っ

て
も
ら
え
な
い
状
況
を
感
じ
る
こ

と
。
転
移
は
実
際
に
そ
こ
に
い
て

も
、
ひ
と
り
だ
け
ど
こ
か
ほ
か
の

所
に
い
る
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
で

あ
る
。 

こ
の
孤
独
を
回
避
す
る
に
は
、

生
活
の
中
に
遊
び
心
、
ユ
ー
モ
ア
、

知
的
好
奇
心
な
ど
の
感
覚
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
エ
リ
ク
ソ

ン
と
い
う
心
理
学
者
の
い
う
「
年

寄
り
子
ど
も
」
に
な
る
こ
と
で
あ

る
。
年
を
と
る
と
、
幼
稚
な
子
供

っ
ぽ
さ
と
幼
児
心
性
が
再
現
す
る
。 

高
齢
者
の
知
恵
は
、
遊
び
を
楽

し
む
子
供
ら
し
さ
を
再
現
す
る
こ

と
で
あ
る
。
よ
く
生
き
る
た
め
に

は
よ
く
生
活
を
工
夫
す
る
。
好
き

な
も
の
を
選
ぶ
の
で
は
な
い
。
選

ば
れ
た
も
の
が
ベ
ス
ト
な
の
だ
。 

例
え
ば
、
入
浴
の
順
番
や
ペ
ッ

ト
の
世
話
、
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
の

選
択
、
新
聞
や
郵
便
物
の
取
り
込

み
と
い
っ
た
日
常
的
営
為
は
、
拳け

ん

（
ジ
ャ
ン
ケ
ン
）
の
三
回
勝
負
で

決
定
す
る
。
遊
び
を
楽
し
む
知
恵

で
、
生
活
に
取
り
組
む
の
が
高
齢

者
に
お
す
す
め
の
生
き
方
で
は
な

い
か
。 

(注 )
仙
波
純
一
『
患
者
か
ら
み
た

医
療
』
放
送
大
学
出
版
会 

(

臼
井
台 

吉
井 

弘)
 

日
本
海
に
浮
か
ぶ
歴
史
と 

ジ
オ
パ
ー
ク
の
島
を
訪
ね
て 



－４－ 

 

早
い
も
の
で
昨
年
五
月
に
佐
倉

市
民
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
て
か
ら

一
年
に
な
る
。
カ
レ
ッ
ジ
は
一
週

間
に
一
度
の
通
学
で
は
あ
る
が
、

通
勤
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
な

ま
り
始
め
た
身
体
に
一
定
の
リ
ズ

ム
を
与
え
て
く
れ
た
。 

 
五
月
中
旬
の
さ
わ
や
か
な
頃
の

ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
、
京
成
佐

倉
駅
か
ら
中
央
公
民
館
ま
で
ゆ
っ

く
り
歩
い
て
行
く
こ
と
に
し
た
。

そ
の
路
に
は
、
ゆ
る
や
か
な
坂
や

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ
く
ら
道 

 
 
 
 
 

 

昨
年
の
４
月
に
町
内
の
自
治
会

長
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
、
早
く
も

１
年
が
過
ぎ
、
先
月
新
会
長
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
、
ホ
ッ
と
し
た

と
こ
ろ
で
す
。 

 

ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
私
も
や
む

を
得
ず
会
長
職
に
就
い
た
口
で
、

数
多
い
会
議
・
打
ち
合
わ
せ
に
辟

易
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
各

地
区
の
代
表
で
出
席
さ
れ
て
い
る

方
々
は
、
皆
さ
ん
と
て
も
ま
じ
め

で
積
極
的
で
す
。 

特
に
福
祉
関
係
の
委
員
の
方
は
、

私
の
よ
う
な
一
年
限
り
の
委
員
で

は
な
く
、
長
年
福
祉
に
携
わ
っ
て

い
る
方
が
多
く
、
そ
の
熱
心
さ
に

は
頭
が
下
り
ま
す
。 

 

今
後
ま
す
ま
す
の
高
齢
化
社
会

を
迎
え
、
こ
う
い
っ
た
方
々
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
、
大
変
重
要

に
な
っ
て
く
る
の
は
当
然
と
思
わ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
是
非
ご
参
加

な
さ
っ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
島
田 

敏
晃
） 

急
勾
配
の
階
段
な
ど
が
あ
り
、
ち

ょ
っ
と
遠
い
か
な
と
思
う
時
も
あ

る
が
季
節
の
草
花
を
楽
し
み
な
が

ら
歩
い
て
い
る
。
き
っ
と
体
に
も

良
い
に
違
い
な
い
と
思
い
な
が
ら
。 

 

学
習
内
容
は
と
言
え
ば
、
多
岐

に
わ
た
り
興
味
深
い
テ
ー
マ
が
多

く
、
老
化
す
る
脳
（
あ
た
ま
）
に

ほ
ど
よ
い
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
。

さ
ら
に
文
化
祭
や
体
育
祭
で
は
、

多
彩
な
知
恵
や
才
能
が
発
揮
さ
れ

る
。
そ
し
て
酒
あ
り
、
歌
あ
り
、

仲
間
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 

（
坂
田 

和
孝
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５月の黒板
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